１
　　　

(１）委　員　名

	職　　　名
	氏　　　名
	選 任 年 月 日
	住　　所

	委　員(委員長)
	松　平　範　慶
	平成１７年１０月　１日
	緑町８

	委　員(職務代理者）
	松　田　真　理
	平成２０年　９月２１日
	豊永64-45

	委　員
	迫　田　浩　司
	平成２４年１０月　１日
	大昭90-3

	委　員
	金　田　美喜恵
	平成２６年１１月１０日
	活汲136

	委　員(教育長)
	林　　　伸　行
	平成２４年１０月１１日
	豊永27-2


（２）委員会開催状況

	期　　日
	出　席

委員数
	付　　議　　案　　件　　等

	Ｈ27. 4.27
	５
	報告・教育長の報告

　　・寄付・寄贈品の報告

議案・第９地区教科用図書採択教育委員会協議会委員の任命について

・津別町奨学審査委員会委員の委嘱について
・津別町立学校歯科医の委嘱について

・津別町社会教育委員の委嘱について

・スポーツ推進委員の委嘱について

・平成２７年度要保護、準要保護児童生徒の認定及び就学援助費の扶助に係る世帯の認定について

・津別町教職員住宅管理規則の一部を改正する規則の制定について

　　・津別町温水プール利用者バス料金補助要綱の一部改正について
その他・平成２７年度全国学力・学習状況調査について

	Ｈ27. 5.28
	５
	報告・教育長の報告

　　・津別町学校評議員の委嘱について

議案・津別町教育支援委員会委員の委嘱について
・平成２７年度津別町奨学生の認定について
・平成２７年度要保護、準要保護児童生徒の認定及び就学援助費の扶助に係る世帯の認定について

・平成２７年度要保護、準要保護児童生徒の認定及び就学援助費の扶助に係る世帯の認定廃止について

その他・津別町教育大綱（素案）について

・第52回北海道市町村教育委員研修会について
・北海道町村教育委員会連合会会費の徴収について

・児童館おやつのアンケートについて

　　　・サッカー、ラグビー場物品庫建設工事について
　　　・６月定例議会　教育委員会関係補正予算について

　　　・体験交流施設隣接建物内部改修工事について

	期　　日
	出　席

委員数
	付　　議　　案　　件　　等

	Ｈ27. 6.29
	５
	報告・教育長の報告

　　・寄付・寄贈品の報告

その他・津別町教育大綱（素案）について
・平成２７年度津別町特別支援就学奨励費補助について
　　　・平成２７年度津別町の教育について

　　　・平成２７年度合宿受入れスケジュールについて
　　　・児童館おやつアンケートについて

	Ｈ27. 7.2８
	４
	報告・教育長の報告

　　・寄付・寄贈品の報告

議案・平成２７年度要保護・準要保護児童生徒の認定及び就学援助費の扶助に係る世帯の認定について

その他・平成２７年度第１回学校給食センター運営委員会について


	Ｈ27. 8.24
	４
	報告・教育長の報告

議案・平成２８年度使用小学校教科用図書の採択について
・平成２８年度使用小学校特別支援学級教科用図書（一般図書）の採択について
・平成２８年度使用中学校教科用図書の採択について

・平成２８年度使用中学校特別支援学級教科用図書（一般図書）の採択に

　　・津別町教育委員会点検・評価報告について

協議事項・全国学力・学習状況調査の公表について

その他・９月定例議会補正予算について

	Ｈ27. 9.30
	５
	報告・教育長の報告

選挙・津別町教育委員長の選挙について

議案・津別町教育委員会委員長職務代理者の指定について
　　・平成２７年度要保護・準要保護児童生徒の認定及び就学
援助費の扶助に係る世帯の認定について

協議・全国学力・学習状況調査の公表について
　　・トレーニングセンターの改修について
その他・平成２７年度スポーツ合宿の状況について

	期　　日
	出　席

委員数
	付　　議　　案　　件　　等

	Ｈ27.10. 20
	４
	報告・教育長の報告

　　・寄付・寄贈品の報告

協議・津別町教育大綱の基本的な方針と施策の展開方向につい
　　　て
　　・北見ブロック教育委員研修について

その他・つべつ紅葉マラソンについて
　　　・スポーツ合宿の実績について

　　　・活汲・本岐小学校跡利用について
　　　・津別小学校職員室の移設について

　　　・津別産食材を使った給食提供について

	Ｈ27.11.20
	５
	報告・教育長の報告

諮問・心身に障害を有する児童生徒の就学指導に係る諮問につ

いて

議案・津別町使用料条例及び津別町使用料条例施行規則の一部改正について
その他・１２月定例議会補正予算について
　　　・活汲・本岐学校跡利用について

　　　・食育だよりの発行について

	Ｈ27.12.25
	５
	報告・教育長の報告

議案・津別町特別支援教育就学奨励費補助規則の一部改正について
　　・津別町要保護・準要保護児童生徒の認定及び就学援助費の扶助に関する要綱の一部改正について
協議・平成２７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の公表について　　　　　　　　

	Ｈ28. 1.27
	５
	報告・教育長の報告

　　・寄付・寄贈品の報告

　　・平成２７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の公表について
議案・平成２８年度心身に障害を有する児童生徒の就学について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　・津別町要保護・準要保護児童生徒の認定及び就学援助費の
　　　扶助に関する要綱の一部改正について

　　・平成２７年度津別町要保護・準要保護児童生徒の認定及び

　　　就学援助費の扶助に係る世帯の認定について

協議・平成２８年度教育行政方針の素案について
その他・平成２８年度成人式について

	期　　日
	出　席

委員数
	付　　議　　案　　件　　等

	Ｈ28. 2.22
	５
	報告・教育長の報告

同意・津別町教育委員会委員　教育長の辞職について
議案・津別町教職員住宅管理規則の一部を改正する規則の制定に
　　　ついて

　　・津別高校生の国公立大学入学に対する一時金支給要綱の

　　　制定について

　　・津別高校通学費等補助要綱の一部を改正する要綱の制定に

　　　ついて

　　・津別町学校給食に関する業務処理要綱の一部を改正する

要領の制定について

・教職員の人事異動（管理職）について

　　・平成２８年度教育行政方針の決定について
協議・小中学校卒業式の日程調整について

　　・着任式の日程について

その他・平成２８年度教育予算の概要について

・平成２８年度津別高校出願状況について
・３月定例議会補正予算について



	Ｈ28. 3.24
	５
	報告・教育長の報告

　　・教育長の任命について

　　・教職員（一般職）の人事異動について

　　・初任者研修に係る指導教員の任命について

　　・平成２７年度津別町社会教育実績報告について
　　・寄付・寄贈品の報告

議案・津別町教育委員会顕彰について
協議：小中学校入学式の教育委員出席について　　　　 



	開催概要
	・津別町教育委員会議は公開し原則として毎月１回開催し、「地方教育行政の組織運営に関する法律」及び「教育委員会事務委任規則」、「津別町教育委員会会議規則」に基づき審議を行った。


（３）規則等の制定状況

	番　　号
	題　　　　　　　名
	公布月日
	施行月日

	規　　　　則
	第1号
	・津別町教育委員会教育長の服務に関する条例施行規則
	27. 3. 25
	27. 4. 1

	
	第2号
	・津別町教育委員会会議規則の一部を改正する規則
	27. 3. 25
	27. 4. 1

	
	第3号
	・津別町教育委員会公告式驥足の一部を改正する規則
	27. 3. 25
	27. 4. 1

	
	第4号
	・津別町教育委員会傍聴規則の一部を改正する規則
	27. 3. 25
	27. 4. 1

	
	第５号
	・津別町教育委員会事務委任規則の一部を改正する規則
	27. 3. 25
	27. 4. 1

	
	第６号
	・津別町教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則
	27. 3. 25
	27. 4. 1

	
	第７号
	・津別町教員住宅管理規則の一部を改正する規則
	27. 3. 25
	27. 4. 1

	
	第８号
	・津別町教員住宅管理規則の一部を改正する規則
	27. 4. 27
	27. 4. 27

	
	第９号
	・津別町特別支援教育就学奨励補助規則の一部を改正する規則
	27.12.28
	28. 1. 1

	訓　　令
	第１号
	・津別町教育委員会公印規程の一部を改正する規程
	27. 3. 25
	27. 4. 1

	
	第２号
	・津別町教育委員会事務執行規程の一部を改正する規程
	27. 3. 25
	27. 4. 1

	
	第３号
	・津別町就学指定校変更事務要領の一部を改正する要領


	27. 3. 25
	27. 4. 1

	
	第４号
	・修学旅行の引率業務等に従事する津別町立学校職員の勤務時間の割り振り等に関する要領の一部を改正する要領
	27. 3. 25
	27. 4. 1

	
	第５号
	・津別町特別支援教育連携協議会設置要綱の一部を改正する要綱
	27. 3. 25
	27. 4. 1

	
	第６号
	・津別町放課後児童健全育成事業実施要綱の一部を改正する要綱
	27. 3. 25
	27. 4. 1

	
	第７号
	・津別町要保護・準要保護児童生徒の認定及び

就学援助に関する要綱の一部を改正する要綱
	27.12.28
	28. 1. 1

	告示
	第４号-2
	・津別町温水プール利用者バス料金補助要綱の一部を改正する要綱
	27.4.27
	27.4.27


（４）委員の活動状況

　 教育委員会議以外の活動状況（教育長を除く）

	日　　付
	活　　動　　内　　容
	委　　員　　名

	Ｈ27.4.3
	　教職員着任式
	全教育委員

	Ｈ27.4.6
	　津別小学校入学式
	松平委員長

松田委員

	Ｈ27.4.6
	　津別中学校入学式
	松平委員長

松田委員

迫田委員

	Ｈ27.4.8
	　津別高等学校入学式
	松平委員長

	Ｈ27.7.8～9
	　北海道市町村教育委員研修会(札幌市)
	全教育委員

	Ｈ27.10.4
	　第14回紅葉マラソン大会
	松平委員長

	Ｈ27.11.3
	　津別町功労者表彰式
	全教育委員

	Ｈ27.11.13
	　北見ブロック教育委員研修会
	松平委員長

松田委員

	Ｈ27.11.30
	　管内市町村教育委員大会（網走市）
	松平委員長

松田委員

迫田委員

	Ｈ28.1.9
	　成人式
	松平委員長

松田委員

迫田委員

	Ｈ28.3.1
	  津別高等学校卒業式
	松平委員長

松田委員

迫田委員

	Ｈ28.3.15
	　津別中学校卒業式
	松平委員長

	Ｈ28.3.18
	　津別小学校卒業式
	松田委員



２　平成２７年度予算の状況

（１）学校教育関係費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	項　　目
	平成２７年度
	平成２６年度
	増　　減
	構成比（％）

	教育総務費
	１４１，３１３
	８６，５００
	５４，８1３
	４２．６

	
	教育委員会費
	２，２１２
	２，１５４
	５８
	

	
	事務局費
	７７，１２８
	７３，６２１
	３，５０７
	

	
	義務教振興費
	４，０５７
	５，０９１
	△１，０３４
	

	
	語学指導助手招致事業費
	５，５５３
	５，６３４
	△８１
	

	
	スクールバス運行費
	５２，３６３
	０
	５２，３６３
	

	小学校費
	８８，７３６
	９０，６８９
	△１，９５３
	２６．８

	
	学校管理費
	７２，１１５
	７５，１７７
	△３，０６２
	

	
	教育振興費
	１６，６２１
	１５，５１２
	１，１０９
	

	中学校費
	４５，８００
	３８，７６２
	７，０３８
	１３．８

	
	学校管理費
	３０，２０８
	２８，４００
	１，８０８
	

	
	教育振興費
	１５，５９２
	１０，３６２
	５，２３０
	

	保健体育費
	５５，５２４
	５２，６４９
	２，８７５
	１６．８

	
	学校保健費
	３，２７０
	３，３８６
	△１１６
	

	
	学校給食費
	５２，２５４
	４９，２６３
	２，９９１
	

	合　　計
	３３１，３７３
	２６８，６００
	６２，７７３
	１００.０


３　学校教育の推進

（１）　小・中学校教育の推進

①　 少人数学級事業（継続事業）　　　　　　　　　　　　　　７，５７５千円

	事業目的
	・少人数による学級編成を行うことによって、生徒に対する教員の個別指導等が徹底され生徒の基礎学力の向上等につなげるため、平成２１年度より町独自事業として継続している。

	事業概要
	・津別町は平成２１年度より１学級３５人の少人数学級を推進し、平成２７年度は津別小学校では５年生、津別中学校では１年生及び、３年生を対象に、町独自で臨時教員２名を採用し２学級編成として、少人数学級を継続している。

	成果と課題
	・１学級２０人前後となり、児童の個別指導・見取り等が可能となっている。全額町費負担として取り組んでいるが、児童生徒の個性に応じた指導が可能となることから、今後も継続した取組みが必要である。


②　 就学援助費交付状況（継続事業）　　　　　　　　　　　　３，６９０千円
	事業目的
	・経済的理由によって就学困難と認められる児童・生徒の保護者に必要な援助を行い義務教育の機会均等を図る。

	事業概要

要保護・準要保護児童生徒援助費
	区　　　分
	援 助 品 名
	小　学　校
	中　学　校

	
	学用品費
	学習に必要な文房具
	22人
	242,000
	17人
	348,000

	
	通学用品費
	靴・傘　等
	19人
	39,000
	13人
	26,000

	
	新入学用品費
	カバン・制服等
	4人
	77,000
	4人
	94,000

	
	校外活動費
	交通費や見学料
	4人
	8,000
	11人
	23,000

	
	修学旅行費
	旅行経費
	2人
	46,000
	4人
	259,000

	
	通学費
	ことばの教室等
	0人
	0


	0人
	0

	
	体育実技用具
	体育実技用具等
	6人
	156,000
	4人
	149,000

	
	学校病医療費
	政令で定める疾病
	2人
	18,000
	1人
	15,000

	
	給食費
	給食代
	23人
	985,000
	17人
	807,000



	
	ＰＴＡ会費
	ＰＴＡ会費
	14人
	48,000
	16人
	61,000

	
	クラブ活動費
費
	クラブ活動費用

	―


	―
	12人
	276,000

	
	生徒会費
	生徒会費
	―
	―
	16人
	13,000

	
	合　　計
	
	
	1,619,000
	
	2,071,000

	成果と課題
	・保護者へ制度周知を図り随時申請を受け付け円滑な認定（援助）に努め必要な認定を行った。

・学校長及び民生児童委員から意見を聞いて判定しているが、生活状況の把握が難しい現状にあるため、関係機関と連携を深め適切な認定に努める。


③ 特別支援教育就学奨励補助事業（継続事業）　　　　　　　　　　　５１８千円

	事業目的
	・津別町立小学校及び中学校に開設している特別支援学級に在籍している児童生徒の保護者に対し、就学奨励補助を行うことにより、特別支援教育の推進を図り、児童生徒の教育機会の均等を保障し、義務教育の円滑な実施に資することを目的に、平成２２年度より継続している。

	事業概要
	・就学奨励補助として、学用品費、通学費、修学旅行費、体育実技用具費、新入学児童生徒学用品費、学校給食費について、毎年度国が定める国庫補助単価額と、学校及び教育委員会が徴収する額の１/２を保護者へ補助する。小学校費166千円、中学校費352千円

	成果と課題
	・特別支援の児童生徒の教育機会の均等が保障されるとともに、保護者の負担軽減が図られている。


　

④　学習・生活支援員の配置（継続事業）　　　　　　　　　　　５，７２３千円

	事業目的
	・各小中学校では、特別支援学級及び通常学級に在籍している児童・生徒の中で、特に支援が必要な児童・生徒が増加する傾向にあり、個に応じた支援体制により基礎・基本の学習の定着を図る。

	事業概要
	・学習・生活支援員の配置を行い個に応じた支援体制を整備する。

　津別小学校（平成１６年１名・平成１７年～平成２５年まで２名・平成２６年度からは３名体制）

　津別中学校（平成２４年度～平成２５年度は２名・平成２６年度からは３名体制）

	成果と課題
	・児童・生徒の個別指導・見取り等が可能となっているが、年々増加する人数に体制の整備が追い付かない場面もでてきている。

臨時教員の確保が課題である。


⑤ 教材・備品購入経費事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　２，６２５千円

	事業目的
	・小中学校の教材・備品等の整備充実を図る。

	事業概要
	・小学校指定教材等備品1,573千円、教材消耗品421千円

理科教材273千円、
・中学校教材消耗品358千円、

	成果と課題
	・各教科の教材を整備し学習環境の整備・充実が図られた。


　
⑥　語学指導助手事業（継続事業）　　　　　　　　　　　　　 　４,４６７千円
	事業の目的
	・自治体国際化協会を通して英語指導助手１名を招致し、児童生徒の英語力の向上、英会話を通してコミュニケーション能力や国際理解教育の推進を図る。

	事業概要
	・講師：アキンボボエ ラファエル オラワンレ（アメリカ）H24.7～

・内容：小学校での外国語活動教育及び国際理解教育

　　　　中・高校の英語科授業及び国際理解教育等

	成果と課題
	・年度初めに各学校と打ち合わせを行い、学校派遣を行った。今後とも小・中・高校と連携を図りながら効果的な学習活動の補助を行っていく必要がある。


⑦　全国学力・学習状況調査（継続事業）

	事業の目的
	・全国的な義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、各学校が児童生徒の学力や学習状況をきめ細かく把握分析し、児童生徒への教育指導や学習状況の改善等を図る。平成１９年度より継続実施。

	事業概要
	・実施日時　４月２１日（火）

・対象学年及び科目

　　　小学６年生　国語・算数・理科　
中学３年生　国語・数学・理科

	成果と課題
	・各学校で本調査の分析を行い領域別に課題を把握し、授業に対する考え方及び教材研究、研修体制の強化につながっている。


⑧ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査（継続事業）

	事業の目的
	・子どもの体力・運動能力等の状況に鑑み、国が全国的な子どもの体力・運動能力の状況を把握・分析することにより、子どもの体力・運動能力の向上に係る施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。平成２０年度より継続実施。

	事業概要
	・実施期間　４月から７月末まで

・対象学年

　小学生　第５学年　中学生　第２学年の原則全児童生徒

	成果と課題
	・各学校において本調査結果の分析に基づき、課題等を踏まえて保健体育授業の改善に繋げ、適切な個別指導を行うことができる。


⑨ 木育授業（継続事業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１,０７９千円
	事業目的
	・津別町は木の町であり、木育については町の特性を生かす必要な教育と捉え、木の町に生まれ育った子どもたちが木に対する認識を新たにし、木や自然に対する親しみや、木の文化に対する理解を深めることによって、自然やふるさとを大切にする心を養う。

	事業概要
	・木育授業の対象学年は小学校３年生及び５年生と中学校１年生を対象としている。講師は札幌在住の煙山泰子氏を小学校、東京在住の中井秀樹氏が中学校を担当し、木のタマゴづくりや木のおもちゃづくりをしながら、木とふれあい、木に学び、木と生きる授業を実施している。

	成果と課題
	・児童・生徒の木材に対する親しみや木の文化への理解を深め、人と木や森との関わりを主体的に考えられる豊かな心を育み、地球温暖化の防止や環境問題への意識を高めた。




⑩ 学校保健事業（継続事業）　　　　　　　　　　　　　　　　１，２５０千円

	検査項目
	対象児童生徒
	検査項目
	対象児童生徒

	内科検診 結核検診
	全児童生徒
	心臓検診(心電図)
	小１・中１年生

	歯科検診
	全児童生徒
	尿検査
	全児童生徒

	耳鼻科検診
	小４・中1年生
	寄生虫卵検査
	小１～小３年生

	眼科検診（視力検査）
	小１～小３年生　　その他の学年：気になる児童生徒

	成果と課題
	・児童生徒の健康診断により、疾病の予防措置を行い、また治療を指示することができる。

・検診結果に基づき児童生徒の発育や健康状態を正しく把握し、日常生活を含めた保健指導や相談業務の対応を図る。


（２）高等学校教育の推進

① 津別高等学校振興対策事業　　　　　　　　　　　　　　　１１，７８８千円

	事業目的
	北海道津別高等学校振興対策事業

	事業概要
	・平成８年より、地元唯一の高校の存続と特色ある教育活動のため、津別町振興対策協議会に対し支援を継続している。

・バス通学費補助、校納金・教科書等の補助を実施。

・平成２７年度支援事業は、下記のとおり
区　分

金額(千円)

備考

海外研修

３，３８８

ニュージーランド　６日間

参加者　生徒５名　引率１名

通学費補助

３，５９５
H 8年度より実施

校納金

５００
H16年度より実施

教科書等

８０８
H16年度より実施

振興対策協議会

３,４９７
特別講座事業、中高連携事業

地域連携事業、調査研究事業

合　計

１１，７８８


	成果と課題
	・　町内中卒者数の減少等から平成２３年度より一間口となり、平成２４年度から地域キャンパス校となった。
・　振興対策協議会や町の支援と合わせて、校長始め教職員の努力もあり５年連続進路決定100％の達成、平成２０年度以降毎年国公立大学合格者を輩出するなど、その取組みは近隣の中学校や保護者にも認知されてきた。
・　今後も生徒確保には厳しい状況が続くが、津別高校の存続に向けて振興対策協議会への支援を継続するとともに、入学者確保に向けた新たな取り組みについて検討する必要がある。


　 
② 津別高等学校地域別入学者状況

	年　度
	町内中卒者数
	津別町
	北見市
	美幌町
	他市町
	入学者
	地元率

	２１
	５９
	３４
	１８
	４
	０
	５６
	54.8％

	２２
	６２
	２８
	１３
	０
	０
	４１
	45.2％

	２３
	５３
	２０
	７
	３
	０
	３０
	37.7％

	２４
	５１
	２５
	６
	０
	１
	３２
	51.0％

	２５
	５３
	１５
	２
	０
	１
	１８
	34.0％

	２６
	４１
	２２
	３
	２
	０
	２７
	53.7％

	２７
	４０
	１１
	５
	８
	１
	２５
	27.5％


③ 奨学金貸与状況　

	貸与件数
	貸与金額
	償還件数
	償還金額
	貸 与 内　訳

	１０件
	３，０００千円
	３６件
	３,１８７千円
	高校生　　０人

専門学校生　　２人

大学生　８人

	事業概要
	・教育の機会均等と教育の振興を図るため奨学金を貸与する。

・２７年度は、新規３名及び継続７名、合計１０名の貸与を決定。

・専修学校、高等専門学校(4～5年)、大学以上の学生に月額２５千円

・高等学校、高等専門学校(1～3年)の学生に月額１０千円

・返還期間、学校卒業の翌年から10年以内に返還しなければなない

	成果と課題
	・　例年貸付件数は同等で推移していることから、特に大学進学に際しては有効なものとなっている。
・　近年、全国的な傾向として大学卒業後の奨学金返済が生活を圧迫し、そのことで大学進学を諦める例も発生していることから、貸付ではなく給付型の奨学金制度の検討や、若者の地元定着を後押しする観点から地元に就職した場合の償還免除など、検討する必要がある。


（３）学校給食の推進

①学校給食センター運営委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７千円
	期　　日
	出席委員数
	付　　議　　案　　件　　等

	27. 6.30
	7
	議案：平成26年度学校給食実績について　　 他４件

報告：オーガニック牛乳の供給について　　　他４件

	委員会概要
	・本委員会は、給食センターの適正かつ円滑な運営を図るため学校給食の基本的な事項及び給食センターの運営等について協議を行う。

	協議事項
	・給食費滞納繰越一覧

・就学援助認定状況等


② 学校給食センター事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　４７，１２６千円

	事業目的
	・安全で安心な学校給食の提供により、児童生徒の身体に必要な栄養を摂取し、あわせて日常生活における正しい食事等を身に付けさせるため学校給食を実施する。

	事業概要
	・給食費：小学生２４０円、中学生２７６円（平成21年度改定）

　　　　　高校生２３７円（平成26年度開始）

・平成27年度給食提供数：381名（児童生徒名322・教職員等59名）

・給食主食の種類別週回数：米飯(３回)、麺類(１回)、パン(１回)

・オーガニック牛乳の供給：平成21年度より週１回提供

	成果と課題
	・現施設は、昭和５３年度の建設であり、施設改築が望まれるところではあるが、調理機器等の更新により安全な給食提供を継続する。



４　平成２７年度予算の状況

（１）社会教育関係費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	項　　目
	平成２７年度
	平成２６年度
	増　　減
	構成比（％）

	社会教育費
	１４０，７５３
	１４６，２８６
	△５，５３３
	５１．７

	
	社教総務費
	５３，９７３
	５３，４２１
	５５２
	

	
	社教振興費
	４２，７０５
	４２，１１６
	５８９
	

	
	会館管理費
	４４，０７５
	５０，７４９
	△６，６７４
	

	保健体育費
	１３１，７００
	１１０，６１２
	２１，０８８
	４８．３

	
	保体総務費
	１０，９０１
	１１，７９８
	△８９７
	

	
	体育施設費
	１２０，７９９
	９８，８１４
	２１，９８５
	

	合　　計
	２７２，４５３
	２５６，８９８
	１５，５５５
	１００．０


５　社会教育の推進

（１）社会教育・体育事業
①社会教育委員研修事業
	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	北見・斜網地区

社会教育委員研修会
	Ｈ２７年１０月
	管内社会教育委員連絡協議会
	・管内社会教育のさらなる発展のために｢地域の教育力の向上｣

	網走管内社会教育

振興セミナー
	Ｈ２７年１１月
	管内社会教育

委員連絡協議会
	・研修テーマ：地域の教育力と社会教育委員の役割

	成果と課題
	・社会教育委員の役割や社会教育をどのような視点で推進していくかなどを研修、今後の活動に役立つ内容であった。

・開催時期などにより委員全員が参加することが困難である。多くの委員が参加できるよう協議会と日程調整などを充分検討したい。


②少年期事業

	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	放課後児童クラブ
	通　年
	教育委員会
	・留守家庭等の児童の放課後や土曜日などの居場所づくり。

	放課後子ども教室（子どもの居場所確保）
	通　年
	教育委員会
	・放課後や土曜日などに子どもの居場所を設け、学習、体験、交流等をする事業。

	放課後子ども教室

（体験事業）
	通　年
	教育委員会

津別町

ＪＡつべつ
	・土日や長期休日を活用して自然、文化、スポーツ、農業などの体験を中心とした事業。

	成果と課題
	・放課後や休日の子どもの居場所を設け、様々な体験をさせることができた。

・高学年（少年団未加入児童等）の登録、参加が少ないので、参加しやすい環境づくりやプログラムを研究していきたい。


③青年期事業

	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	青少年海外

研修派遣事業
	Ｈ２７年１０月
	津別町海外研修実行委員会
	・津別高校生５名をニュージーランドに派遣し、ホームステイ等の体験をする事業。

	成果と課題
	・ホームステイを７日間実施。通学学習、ホームステイなどの研修内容により、充実した研修成果となった。

・英語力を向上させるため事前研修等の充実を図る必要がある。


④成年期事業

	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	高齢者大学（寿大学）講座
	通　年
	教育委員会
	・月２回の講座、クラブ活動、自治会行事。

	成果と課題
	・生涯学習の一環として高齢者が持っている能力や経験を生かしながら、学習やクラブ活動を通じて社会参加している。

・新規加入者を増やす努力とともに、より充実した学習内容の検討を図って行きたい。


⑤スポーツ推進委員研修事業

	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	北見・網走ブロックスポーツ推進委員研修会
	Ｈ２７年１１月
	管内スポーツ推進委員連絡協議会
	・実技講習・交流会

	オホーツク管内社会体育振興セミナー
	Ｈ２７年１１月
	管内スポーツ推進委員連絡協議会
	・講演・シンポジウム・施設見学・交流会

	成果と課題
	・地域におけるスポーツの振興普及や指導者として必要な実習及び実技を研修し、生活の中に運動を取り入れ、健康増進、体力づくりへの関心を伝えた。

・住民の健康志向やスポーツニーズに応えるための講習会等を多く開催し、スポーツ推進委員の資質向上を図る。高齢化による後継者の育成、人材の確保が必要となる。


⑥各種大会事業　

	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	紅葉マラソン大会
	Ｈ２７年１０月
	実行委員会
	・ハーフマラソン

１０km・５km・３km

	町民スケート記録会
	Ｈ２８年　１月
	教育委員会
	・種目：１００～１０００ｍ

（個人・団体等）
氷上玉入れ（自由参加）

	スキーイベント
	Ｈ２８年　２月
	教育委員会
	・参加者の減少によりイベントに変更。デュアルレース形式により練習の成果を披露

	歩くスキーの集い
	Ｈ２８年　３月
	教育委員会
	・ランプの宿森つべつ奥国有林内を約１時間程度周回する。

	成果と課題
	・自然とのふれあいと健康・体力の増進・運動不足の解消を図る。

・紅葉マラソン：大会運営にあたっての人員配置に苦慮している。（職員、ボランティア、人員不足）

・他事業については、参加者の増に努める。

・イベント要素を取り入れて参加者拡大を図る。


⑦スポーツ教室・講習会事業
	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	水泳教室
	Ｈ２７年８月

　　　　　　計５回
	教育委員会
	・基本的な水泳能力を高め、また水に対する恐怖心を取り除く。

	スケート教室
	Ｈ２８年１月

計２回
	教育委員会
	・正しい基本技術及び滑走の楽しさを習得

 （初～上級の段階別指導）

	少年少女体力

測定会
	Ｈ２７年５月・１０月

　　　　　　　計２回
	教育委員会
	・７種目の測定を実施

	ジュニアスキー講習会
	Ｈ２８年２月
	教育委員会
	・講師を招き小学生・親子・特別支援学級のスキー基礎技術

	アンチエイジング教室（夏）
	Ｈ２７年６・７月
　　　　　　　計７回
	教育委員会
	・ストレッチ、筋力トレーニングと保健師と栄養士によるカンセリング

	水中エアロビクス教室
	Ｈ２７年６・７月

計５回
	教育委員会
	・専門指導者による水中運動・エアロビクス運動教室

	アンチエイジング教室（冬）
	Ｈ２８年１～３月

計７回
	教育委員会
	・ストレッチ、筋力トレーニングと保健師と栄養士によるカンセリング

	大人のための運動教室
	Ｈ２７年１０月～

１２月　　　計７回
	教育委員会
	・６０歳以上を対象　保健師による健康講話専門指導者による指導等

	転倒予防教室（前期）
	Ｈ２７年６月～

Ｈ２７年　９月

　計１４回
	教育委員会
	・水中運動、筋力アップのためのトレーニング、

レクゲーム等

	転倒予防教室（後期）
	Ｈ２７年１１月～

Ｈ２８年２月

　計１３回
	教育委員会
	・ストレッチ、筋力アップのためのトレーニング、

レクゲーム等

	コオーディネーショントレーニング体験会
	Ｈ２７年５月
	教育委員会
	・映像や資料を使った講義、実技トレーニング

	スポーツ

推進事業
	Ｈ２７年７・８・１０月　　　　　計５回
	教育委員会
	・講師によるスポーツの指導（野球・バスケットボール・ラクビー）

	成果と課題
	・幼児期から高齢者まで全町民を対象にスポーツ、健康運動に親しみ生涯スポーツ活動の普及振興を図る。

・住民要望に応える事業の開催。

指導者の高齢化による後継者育成、確保が必要になる。


６　図書事業の推進

（１）図書事業
① 図書事業

	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	読書感想文・画

コンクール
	７月～２月
	教育委員会
	・読書活動の推進と機会を与えるため、町内の小中学生を対象に、読書感想文（小学１・２年生は感想画）を募集し、その中から優秀作品を表彰する。

	移動図書

配本事業
	通　　年

（年１２回）
	教育委員会
	・多くの本に触れる機会を増やし、感性豊かな心を育むことを目的として、各小中学校、保育所、児童館、ケアハウス等に定期的に配本している。

	ブックスタート事業
	通　　年

（年６回）
	教育委員会
	・乳幼児健診時に９ヶ月乳児の保護者に対し、絵本等を提供し、絵本を通じて親子の絆を深めることの大切さを伝える。

	図書室まつり
	１２月
	教育委員会
	・古本市・料理教室・図書室クイズ・絵本パフォーマンス他

	成果と課題
	・読書する機会を提供することで、読書の喜び興味を与え、知識を高め情操を養うことができている。

・図書室が狭く蔵書等の増加により、望ましい読書環境の整備が追いつかない状況にあり、今後、複合的な図書館の整備の検討が必要となる。


７　芸術文化の推進

（１）芸術文化事業
① 芸術文化事業

	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	青少年移動

芸術劇場
	Ｈ２７年７月
	教育委員会
	・音楽鑑賞　ヴァイオリンと

チェロの演奏会
小・中学生・教員　３０８人

（日本青少年文化センター）

	子ども芸術劇場
	Ｈ２７年８月
	教育委員会
	・「うしろの正面なぁんだ」

幼児ほか　１２０人

（劇団風の子）

	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	青少年芸術劇場
	Ｈ２７年８月
	教育委員会
	・「マーレンと雨姫」

小学生・教員　１８０人

（劇団風の子）

	北海道巡回小劇場
	Ｈ２７年１１月
	教育委員会
	・「楽しく学ぶ鑑賞教室」

小中学生・教員・保護者等　３１９人
　（伝統文化みらい塾）

	第２０回日本フィルセミナー・コンサート
	Ｈ２７年８月
	津別町民

芸術劇場

教育委員会

津別町
	・日本フィル楽団員を講師に全国から集う受講生にセミナーを実施し、最終日にコンサートを開催する事業

	第８回つべつリコーダーセミナー
	Ｈ２７年１０月
	津別町民

芸術劇場

教育委員会

津別町
	・金子健治氏・東京リコーダーオーケストラより３名、計４名の講師を招聘し、全国からの受講生にセミナーを実施し最終日にはコンサートを開催する事業

· 

	成果と課題
	・生の音楽や芸術に触れることが少ない環境のなかで、優れた芸術鑑賞の機会を提供。

・公演内容について十分検討し、見ごたえあるものになるよう努める。


８　児童館の推進
（１）児童館運営
 児童館一般利用状況
	　　　利用区分

利用状況
	児童クラブ
	一般児童利用
	乳幼児・保護者

　　地域住民等

	年間利用総児童数
	７，５２７人
	３，４８７人
	３４人

	1日平均利用人数
	２５．９人
	１１．９人
	０．１人

	事業概要
	・小中学生の健全で楽しい遊び場を提供し、こどもたちの心と身体の健やかな育成を図るための事業展開を行った。また乳幼児と保護者のプログラム（社会教育課、保健福祉課、子育てサークル等）の会場として活用していただいた。

	成果と課題
	・児童クラブ登録児と分け隔てなく遊びや生活指導を行っており、子どもたちの居場所として児童が利用されている。また地域住民の協力を得て、製作や伝統文化に触れるプログラムも持つことができた。「じどうかんフェスタ」では、関係団体、ボランティアの協力を得て開催することができた。

・一般児童や地域住民が気軽に立ち寄れる施設になるよう、更なる検討を行う。


９　放課後児童健全育成事業
（１）放課後児童クラブの状況

① 放課後児童クラブ登録状況（対象児童：小学生）
	　 　クラブ名

児童数
	つべつ
	
	
	備　　　　考

	学区児童数
	１５４人
	
	
	

	登録児童数
	４９人
	
	
	

	加入割合
	３１．８％
	
	
	


② 放課後児童クラブ利用状況
	　　　クラブ名

利用状況
	つべつ
	
	
	備　　　　考

	年間利用総児童数
	７，５２７人
	
	
	

	1日平均利用人数
	２５．９人
	
	
	

	事業概要
	・次世代を担う児童が、心豊かで健やかに育まれるよう努める。

	成果と課題
	・第二の家庭として安心安全な居場所を確保し、異学年等との交流を通じて、自主性、社会性等が身に付けられた。

・生活指導、学習サポート、遊びなどのプログラムは改善されつつあるが、更なる改善に向け研修等を通じた学習が必要である。

・小学校統合に伴い放課後児童クラブもつべつクラブだけとなり児童館内における手狭感が上がった。


③ 放課後子ども教室登録状況　
	　コース名

登録

児童数
	自然文化
	チャレンジ

キッズ
	緑の少年団
	農業体験・

だいち
	アソビバ・

つべつ

	津　別　小
	　　　　　「アソビバ・つべつ」に統合
	８０

	合　　計
	
	８０

	事業概要
	・放課後や週末を利用し、子どもたちの居場所つくりの一環で様々な体験活動を提供する事業である。津別町をもっと知ってもらうために、あらゆるフィールドを活用して年間約４０回程度の開催を目標としている。

・子どもだけではなく、親子で参加できる事業や地域の方のボランティアや指導をいただいての事業等もあり、地域全体で楽しむ事業としても展開している。

	成果と課題
	・外であまり遊ばなくなった又は遊べなくなった子どもたちにとって、様々な体験事業は身体的・精神的に大きな刺激を与えている。集団活動での過ごし方や個々の知識や技術向上にもつながっており、ますます重要性が高まっている。また、津別町に住んでいるのに津別町内にあるすばらしい資源を知らずに生活をしている子どもたちに津別を知り、津別から学ぶ楽しさを広める契機となっている。

・小学校区全体を考えると地区の子どもたちの参加状況が少なく、地域との懇談会時にも挙げられていた送迎の問題がある。本岐地区は農家繁忙期、活汲地区はリコーダー練習が定期で行われており、なかなか参加ができない状況でもある。

・今後に向けては、児童クラブと連携した事業開催等を通じて、地区の子どもたちにも様々な体験事業を展開していきたい。


１０　体育施設管理の推進

（１）体育施設管理事業
① 体育施設営繕関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	工　　　事　　　名
	事業費
	工　　事　　概　　要

	サッカー・ラグビー場Ｂグランド

天然芝改設工事
	２４，３４３
	Ｌ＝13,155㎡

	運動広場野球場スコアボード

改修工事
	４，３２０
	スコアボード塗装改修

	サッカー・ラグビー場物品庫建設

工事
	４，２１２
	ガレージタイプ　３棟

	津別町運動広場受電用高圧区分開閉

器取替修繕
	６２６
	ナイター照明漏電装置取替

	屋内ゲートボール場女子トイレ

洋式化改修工事
	４８６
	和式から洋式へ　２箇所

	スポーツ交流館屋根修繕
	３８６
	既設屋根撤去・張替


② 体育施設管理委託関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	委 託 事 業
	委託料額
	委託先
	委　　託　　概　　要

	多目的

運動公園管理
	３０，４４２
	津別町

振興公社
	・芝生管理、除草、清掃、受付業務等

	温水プール

施設管理
	５，１１６
	津別町

振興公社
	・プールの清掃、施設管理、プール監視等

	スケートリンク

造成・管理
	９２６
	津別農友会
	・造成業務、管理業務

	ファミリー

スキー場管理
	１，７７３
	北見広域

森林組合
	・ファミリースキー場の管理、リフトの運行、管理着雪ネットの設置、撤去及びロッジ周辺、リフトコースの除雪

	体育施設等管理
	６，１５９
	津別町

振興公社
	・本岐地区多目的公園、達美野球場、町民ゲートボール場、修武館、農業者トレーニングセンター芝生管理、除草、清掃、整地等

	トレーニング

センター管理
	６，８６４
	津別町

振興公社
	・施設の管理業務（利用受付、電話、その他施設管理に関する業務）

	グレステン

スキー場管理
	４１０
	津別町

振興公社
	・施設の利用、設備の維持管理等


１１　スポーツ合宿実績
	チーム名
	IN
	OUT
	選手
	ｽﾀｯﾌ
	ﾏﾈ
	計
	泊
	日
	泊延人
	延人員
	備　　　　　考

	旭川第３ライズ
	5月2日
	5月3日
	30
	17
	0
	47
	0
	2
	47
	94
	バスケットボール

	帯広若葉ミニバス少年団
	5月2日
	5月3日
	22
	15
	0
	37
	1
	2
	37
	74
	バスケットボール

	根室高校
	5月4日
	5月5日
	27
	1
	6
	34
	1
	2
	34
	68
	サッカー

	北見工業高校
	5月5日
	5月6日
	18
	1
	0
	19
	1
	2
	19
	38
	バレーボール

	津別・清里・常呂高校
	6月19日
	6月20日
	10
	4
	1
	15
	1
	2
	15
	30
	野球

	訓子府野球少年団
	7月19日
	7月20日
	30
	3
	0
	33
	1
	2
	33
	66
	野球

	玉越ストリーム
	7月25日
	7月27日
	13
	2
	0
	15
	2
	3
	30
	45
	グレステンスキー

	豊田自動織機
	7月27日
	8月9日
	45
	17
	0
	62
	13
	14
	806
	868
	ラグビー

	旭川明成高校
	7月27日
	7月31日
	31
	4
	3
	38
	4
	5
	152
	190
	野球

	ＮＴＴコミュニケーションズ
	7月30日
	8月9日
	46
	19
	0
	65
	10
	11
	650
	715
	ラグビー

	旭川明成高校
	7月31日
	8月1日
	5
	1
	0
	6
	1
	2
	6
	12
	グレステンスキー

	帯広工業高校
	8月7日
	8月9日
	32
	3
	2
	37
	2
	3
	74
	111
	ラグビー

	札幌工業高校
	8月11日
	8月14日
	19
	3
	0
	22
	3
	4
	66
	88
	バスケットボール

	大阪産業大学
	8月11日
	8月15日
	21
	4
	1
	26
	4
	5
	104
	130
	バスケットボール

	筑波大学
	8月11日
	8月24日
	79
	7
	2
	88
	13
	14
	1,144
	1,232
	ラグビー

	名城大学
	8月16日
	8月26日
	76
	3
	0
	79
	10
	11
	790
	869
	ラグビー

	ＴＥＡＭ　Ａ
	8月17日
	8月18日
	14
	1
	0
	15
	1
	2
	15
	30
	グレステンスキー

	日高高校
	9月12日
	9月13日
	4
	1
	　
	5
	1
	2
	5
	10
	グレステンスキー

	北大エレガント
	9月14日
	9月16日
	47
	1
	　
	48
	2
	3
	96
	144
	グレステンスキー

	玉越ストリユーム
	9月19日
	9月21日
	24
	3
	　
	27
	2
	3
	54
	81
	グレステンスキー

	ふらのジュニア
	9月21日
	9月23日
	17
	1
	　
	18
	2
	3
	36
	54
	グレステンスキー

	ＩＣＩ石井スポーツ
	9月22日
	9月23日
	8
	1
	　
	9
	1
	2
	9
	18
	グレステンスキー

	帯広畜産大学
	9月28日
	9月30日
	22
	1
	　
	23
	2
	3
	46
	69
	グレステンスキー

	クリエイティブ
	10月11日
	10月12日
	9
	1
	　
	10
	1
	2
	10
	20
	グレステンスキー

	フェニックスジュニア
	10月11日
	10月12日
	6
	3
	　
	9
	1
	2
	9
	18
	グレステンスキー

	砂川高校スキー部
	9月25日
	日帰り
	7
	1
	　
	8
	0
	1
	0
	8
	グレステンスキー

	旭川医科大学スキー部
	9月25日
	日帰り
	9
	1
	　
	10
	0
	1
	0
	10
	グレステンスキー

	計
	　
	25
	
	　
	　
	805
	　
	　
	4,287
	5,092
	　

	成果と課題
	・永年に亘り合宿を行なっている筑波大学においては、まちなか再生事業での津別町とまちづくり共同研究を始める等、スポーツ以外における多方面での連携による広がりが増加しつつある。
・現在、夏合宿が中心となっているが、競技種目の拡大を図り、季節を問わない施設利用等の平準化を目指したい。


学　識　経　験　者　意　見
幾　島　広　樹
平成２７年度「津別町教育委員会点検・評価報告書」について説明をお受けしましたので、ここに私見を述べさせていただきます。
学校教育全般に関しては、日本国憲法に掲げるわが国の教育に対する基本理念、教育基本法、北海道の教育指針、オホーツク教育推進の重点「四つの風」を受けての津別町の教育方針に則り、系統的かつ組織的に執行されていることを実感します。
欠落させてはならない原則的な視点として、教職員の資質の向上があります。管内的な諸々の事情もあると思いますが、教職員の人事交流については多方面からの情報を基に厳密な審査を経て、他市町村との公平・公正を保ちながら実施されるべきものと考えます。

社会教育に関しては、「生涯学習」の基本理念を礎として本町の地域的特性を最大限に活かすべく、民間の人材も活用しながら様々なことに取り組んでいることは称賛に値します。

ただ、行政組織の規模に鑑みて、これまでの伝統的な取組みやこれからの新しい発想による取組みを考えた時、行政ベースの努力だけではそれらの継続や新規事業の展開に困難を来たす事が考えられます。従って、町内在住の有志によるボランティア活動を一層啓蒙していくことが求められます。
以下は、事業ごとについて意見を述べます。
小・中学校教育の推進について、少人数学級事業が町独自の事業として平成２１年度から継続しています。国の基準がＯＥＣＤ諸国の中ではかなり低位であることが指摘されている状況の中で、地方自治体の取組みとしてこの事業が継続されていることは自賛すべきことです。ただ、少人数指導の具体的な指導法を公表することに加え、成果や効果について、今後数値を含めた統計結果をどこかの時点で明らかにする必要があると考えます。

また、特別支援教育に関しても、学習・生活への個別の支援が必要な児童生徒に対して、支援員を配置していることも先駆的な取組みであるといえます。この事業についても少人数学級と同様に定期的なタイミングで、成果について検証結果を明らかにする必要があると考えます。

高等学校振興対策事業に関して、本来道の管理下にある高等学校の振興に地方自治体が関わる事は、かつて珍しいことでした。しかしながら、道立高校の存続がストレートに地域の過疎化を加速させることへの危機感により、管内はもとより全道的にもこのことが広がってきました。本町のみならず、
今や町村教育長と高校長がペアで近隣の主だった中学校を訪問し、地元の高校への進学を勧誘するのは当たり前になってきました。また、道教委の高等学校の存立に関する現行の制度を改変するよう求める動きも一部にはあるようですが、そのような運動だけに傾注するのは現実的とは言えません。

そうした中にあって、津別町教育委員会が町として海外研修の支援や通学費の補助、その他の活動のために予算を割いて支援を続けていることは大変なことです。今後、少子化を解消する決定的な手立てはおそらくほとんどの町村が持っていないでしょう。短期的、あるいは年度ごとに経済的な支援を提示して生徒の確保に結びつけるのは現実的に当然としても、長期的に考えるのであれば、当面地域キャンパス校として続けながら、地域の高校として身の丈に合った特徴をアピールし魅力を特化して外部に発信していくことが必要であると考えます。
場合によっては町立化するなど大胆な発想もあるかもしれません。

学校給食に関わっては、本町の特色ある取組みとしては何といっても道立高校への給食の提供があげられます。前述の高等学校の改廃の問題に決定的な影響を及ぼすことはないかも知れませんが、プラスの要素として加わることはあるかもしれません。地産地消の考え方ももはや一般的であり（多少飛躍した考えではありますが）給食のメニューの素晴らしさや特徴で本町が脚光を浴びるなどということがあっても面白いのではないでしょうか。

小中学校の統合については、平成２７年度に完了しており、その後大きな苦情や不満は耳にしません。スクールバスの運行に関しても同様です。

少年期、青年期、青年期事業に関わって、少年期事業の放課後児童クラブと放課後子ども教室については、学校の統合に伴って自動的に本岐地区・活汲地区の施設も本町の施設に統合されたため、手狭なのが現状です。

今後、小学校の部分改築によって生じた空きスペース等を再利用するなどして、問題解決を図ることが必要であると感じます。

高校生を対象とした海外研修派遣事業は、グローバルな人材を育成していく観点からも継続していくことが望ましいと思いますが、７日間程度のホームステイなら、ほぼ耐えられる程度の語学力を事前に身に付けさせる取組みも必要ではないかと考えます。

いわゆる高齢者大学も参加者の様子などから、楽しく有意義に時間を過ごしていることが伺えます。ただ、今後は高齢者に快適な場所を与えるという発想だけではなく、人生の先輩としての高齢者から若い人達が学ぶ機会を増やすことも重要だと考えます。なぜなら、高齢者の多くは「与えられる喜び」よりも「与える喜び」に生きがいを感じていることの方が多いと思うからです。

その他の社会教育の分野の取り組みについても、過去に色々な人達が知恵を出し合い築いてきた事業ばかりだと思いますが、特に「日本フィルセミナー」や「グレステンスキー」、ラグビーを中心とした「スポーツ合宿」は津別町の目玉としてさらに広めて行って欲しいと願っています。

加えて、独立した「津別町図書館」の一日も早い建立を望みます。
最後になりますが、いわゆる「箱物」はそれなりのお金をかければ作れますが、。地方の町の魅力は「人」に尽きます。魅力的な人は「教育の力」によってのみ作られます。育てるのは親だけではありません。学校の先生だけではありません。勿論、地域の力だけでもありません。

「津別の人はみんな良い人だよ。」訪れた人がそう言ってくれる町にしたいものです。

教育委員会





学校教育





社会教育








PAGE  
- 24 -

